
  

令和６年度 

学校法人昭和大学 決算の概要 

 

令和６年度 学校法人昭和大学の決算は、令

和７年５月２３日の臨時理事会で承認され、同

日の評議員会にて報告しました。令和６年度は

新型コロナウイルス感染症が５類へ移行してか

ら１年が経過し、コロナ前の状態に戻りつつあ

る中で、医療収入は前年度を上回る推移を辿っ

ていますが、物価高騰の影響により薬品費、医

療材料費等の支出が増加傾向にあり、「増収減

益」となっています。 

設備投資としては、教育環境を整備すべく、

鷺沼キャンパス新校舎の建設が着工し、富士吉

田キャンパス新実習棟の建設工事も予定どおり

進行しています。附属病院の診療環境の整備に

おいては、昭和大学病院で放射線治療システム、

北部病院でＭＲＩ装置の機器更新を行いました。

外部資金の獲得では、私立大学等経常費補助金

の交付額が全国４位となりました。 

一．資金収支について 

資金収支は、法人の諸活動に対応する資金の

動きを伴う収入支出の内容を示しています。当

年度の資金収入は、１，５６６億６，８１９万

円（前年度繰越支払資金を除く）、資金支出は、

１，５９０億９，１２４万円（翌年度繰越支払

資金を除く）で、支払資金は、２４億２，３０

５万円の減少となりました。 

収入の部の主要科目については、予算と比べ

て、学生生徒等納付金収入は、１億３，９７０

万円の減額、手数料収入は、６１５万円の減額、

寄付金収入は、１億７，６２３万円の増額、補

助金収入は、４，４２２万円の減額、資産売却

収入は、３３億５２５万円の増額、付随事業・

収益事業収入は、３億６，９１９万円の増額、

医療収入は、１５億２，９７９万円の増額、雑

収入は、３億７，４３８万円の増額、その他の

収入は、特定資産取崩収入等により、３８億１

１３万円の増額でした。 

支出の部の主要科目については、予算と比べ

て、人件費支出は、４億６，６２１万円の増額

で執行率は１００．９％、教育研究経費支出は、

２８億９，５１４万円の増額で執行率は１０４．

６％となりました。この教育研究経費支出の中

で大きな比重を占める、薬品費・医療材料費・

給食材料費・医療委託費の支出からなる「直接

医療経費」は、医療収入の３８．４％となりま

した。管理経費支出は、１４億４，４８９万円

の減額で執行率は７６．２％でした。また、土

地、建物等の施設関係支出は、９億６，７７２

万円の減額で執行率は９１．５％、教育研究用

機器備品、図書などの設備関係支出は、７億５

７１万円の減額で執行率は８８．４％、資産運

用支出は、有価証券購入支出等により、３５億

５，６６７万円の増額でした。これら以外の科

目では借入金等返済支出、その他の支出等があ

ります。 

二．事業活動収支について 

 事業活動収支は、企業会計の損益計算に近い

もので、収支均衡状態を測定し経営状況を明ら

かにするものです。諸活動の収入を合算した事

業活動収入は、１，３９２億６，６４４万円と

なり、予算と比べて、２５億２，７９０万円の

増額となりました。科目ごとの金額は、資金収

支と重複しますので、主要科目の構成割合を以

下に示します。学生生徒等納付金７．１％、経

常費等補助金４．９％、医療収入８３．３％で

した。一方、事業活動支出は、１，３５７億５，

３２８万円となり、予算と比べて、１８億７，

９５６万円の増額となりました。構成割合は、

人件費４１．０％、教育研究経費５４．７％、

管理経費４．１％となりました。なお、資金の



  

動きを伴わない退職給与引当金繰入額２０億４，

７６４万円は人件費に、減価償却額７９億４，

０７０万円は教育研究経費と管理経費に含まれ

ています。教育活動収支と教育活動外収支から

なる経常収支差額は、３１億３，８４８万円の

収入超過となりました。基本金組入前当年度収

支差額は、３５億１，３１６万円の収入超過で

黒字となり、事業活動収支差額比率は、２．５

２％でした。基本金組入額１４７億８，１９５

万円を引いた当年度収支差額は、１１２億６，

８７８万円の支出超過となりました。 

三．貸借対照表について 

 令和７年３月３１日現在の財産状況を示して

います。固定資産(土地・建物・機器備品・特定

資産他)と流動資産(現金預金・未収入金他)の資

産の部合計は、２，６２１億２，８９８万円で、

前年度末と比べて５３億８，９５０万円の増加

となりました。主な変動要因として、固定資産

の特定資産は、将来構想を実現するための積立

金であり、令和６年度予算計上額の繰り入れ及

び一部の特定資産を取り崩した結果、３５億８

００万円の減少となりました。学内預金制度の

資金は、学内預金引当特定資産として支払資金

とは区分して保全管理しています。流動資産の

現金預金は、２４億２，３０５万円の減少とな

りました。 

一方、固定負債(長期借入金・退職給与引当金

他)と流動負債(短期借入金・未払金他)の負債の

部合計は、４７２億７，６５０万円で、未払金

等で前年度末と比べて、１８億７，６３３万円

の増加となりました。 

資産の部合計から負債の部合計を差し引いた

「正味財産」は、２，１４８億５，２４８万円

で、前年度末と比べて、３５億１，３１６万円

の増加となりました。 

 

 


